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　４月６日、町内各小中学校で入学式が行われ、小学生 35 人、中学生 39 人
が新たな生活のスタートラインにたちました。
　新しいランドセルや学生服を、少しぎこちなく身に着けて歩く姿が、無限
の可能性を感じさせていました。

ランドセルに夢を
いっぱい詰め込んで

乙部小学校
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平
成
二
十
一
年
度

町
政
執
行
方
針

〜
夢
と
希
望
の
持
て
る
郷
土
乙
部
町
の

発
展
を
目
指
し
て
〜

自
立
体
制
の
確
立
と

財
政
の
健
全
化

１

　

は 

じ 

め 

に

　

平
成
二
十
一
年
第
一
回
乙
部
町
議
会
定
例

会
が
開
会
さ
れ
、
新
年
度
予
算
案
並
び
に
関

連
案
件
を
提
出
す
る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行

へ
の
所
信
を
申
し
上
げ
、
町
議
会
議
員
並
び

に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

国
は
、
世
界
的
な
経
済
危
機
の
中
、
国
民

生
活
の
不
安
を
解
消
す
る
と
共
に
、
地
域
の

雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団

体
が
国
と
の
連
携
の
下
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
は
景
気
や

雇
用
の
悪
化
に
よ
る
税
収
等
の
減
少
で
財
政

運
営
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
道
は
、
今
な
お
地
域

の
一
層
の
衰
退
を
も
た
ら
す
檜
山
支
庁
等
を

出
張
所
に
格
下
げ
す
る
条
例
の
施
行
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

弱
い
地
域
に
光
を
当
て
、
都
市
と
地
方
が

均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
の
が
、
真
の
行
政

で
あ
り
、
今
後
と
も
地
域
振
興
の
た
め
に
全

力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

乙
部
町
は
、
自
立
体
制
の
確
立
と
財
政
の

健
全
化
の
た
め
、
今
日
ま
で
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
活
性
化
の
た
め
の

産
業
基
盤
の
整
備
に
着
実
に
取
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
経
費

の
一
層
の
節
減
合
理
化
、
重
点
化
等
を
図
る

な
ど
、
収
支
均
衡
の
健
全
な
行
財
政
運
営
に

努
め
、
希
望
の
も
て
る
乙
部
町
の
発
展
の
た

め
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅰ
．
町
政
の
基
本
的
姿
勢

　

地
域
経
済
や
雇
用
不
安
な
ど
、
地
方
自
治

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
一
層
厳
し
さ
が
増
す

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
夢
と
希
望
の
も
て
る

豊
か
で
住
み
良
い
郷
土
乙
部
町
の
発
展
を
め

ざ
し
て
、
次
の
三
つ
の
基
本
的
姿
勢
の
も
と

で
、
町
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
町
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
町
民

本
位
の
町
政

※
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
清
潔
公
正
で
民
主
的
な
町
政

※
健
康
で
心
豊
か
な
活
力
と
希
望
の
も

て
る
町
づ
く
り

　

過
去
二
十
六
年
間
の
町
政
を
振
り
返
っ
て

み
て
、
町
政
の
根
幹
は
豊
か
な
町
づ
く
り
を

進
め
町
民
生
活
が
安
定
充
実
す
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
た
め
に
は
町
民
本
位
の
町
政
を
町

民
が
お
互
い
理
解
し
協
力
し
た
中
で
、
心
を

一
つ
に
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
な
こ
と
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

特
に
、
経
済
が
混
迷
し
て
い
る
時
代
に
あ

っ
て
は
、
今
後
と
も
、
お
互
い
知
恵
を
出
し

あ
い
、
町
財
政
の
健
全
化
を
維
持
し
つ
つ
、

町
民
の
視
点
に
立
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
安

心
し
て
生
活
が
で
き
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
町
、
町
民
と
し
て
誇
り
を
も
て
る
町

づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
と
心
の
通
う
対
応
に
心
が
け

る
と
と
も
に
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
見
極
め

な
が
ら
、
常
に
各
種
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

な
お
一
層
効
果
的
、
合
理
的
な
町
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
乙
部
町
開
町
百
三
十
周
年
に
あ

た
り
、
町
民
あ
げ
て
郷
土
の
飛
躍
発
展
の
記

念
す
べ
き
年
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

な
お
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
年

六
月
七
日
（
日
）
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
公

開
生
放
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。Ⅱ

．
町
政
の
課
題
と
主
な
施
策

　

国
は
、
地
方
分
権
及
び
三
位
一
体
改
革
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
や
地
方
税
財
源
の
見
直
し
に
よ
り
、
地
方

交
付
税
等
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
地
域
間
の

格
差
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
地
方
再
生

対
策
と
し
て
地
方
交
付
税
を
財
政
の
厳
し
い

地
域
に
重
点
的
に
配
分
す
る
方
針
で
あ
り
ま
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す
が
、
今
日
ま
で
の
削
減
の
影
響
が
大
き
く
、

特
に
小
規
模
町
村
は
、
依
然
厳
し
い
行
財
政

運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

特
に
、
今
後
の
課
題
は
、
地
域
経
済
、
雇

用
情
勢
は
も
と
よ
り
、
将
来
の
町
村
再
編
を

見
据
え
な
が
ら
、
自
立
の
た
め
の
足
腰
を
強

固
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
確
保
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
二
十
一

世
紀
の
地
方
自
治
運
営
は
、
ま
さ
に
自
立
で

き
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
も
、
お
互
い
痛
み
を
共
有
し
た
中
で
、
引

き
続
き
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
、
将

来
の
世
代
に
責
任
を
持
て
る
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
十
九
年
度
か
ら
頑
張
る
地
方
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
十
年
度
か
ら
は
、
地
域
活

性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
制
度
等
を
活

用
し
、
財
政
健
全
化
は
も
と
よ
り
、
地
域
要

望
の
実
現
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
発
展
は
、
自
立
を
着
実

に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
最
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
活
力
と
創
造
性
あ
る
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
積
極
的
な
施
策
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
第
一
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
厳
し

い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
農
林
、

水
産
業
の
振
興
と
地
域
資
源
の
活
用
を
図
る

な
ど
、
積
極
的
に
支
援
し
、
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
は
，
重
要
施
策
と
し
て
進

め
て
い
る
再
生
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
等
の
生
産
額
が
一
億
円
を
突
破
す
る

な
ど
着
実
に
成
果
を
出
し
て
き
て
お
り
、
更

に
、
生
産
者
及
び
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
で
は
、
育
て
る
漁
業
の
推
進

や
二
次
加
工
な
ど
付
加
価
値
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
磯
焼
け
対
策
に
つ
い
て
は
、
漁
業

者
自
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
町
と
し
て
も
積

極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
及
び
観
光
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

活
性
化
と
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
る
た
め
、

既
存
産
業
の
育
成
強
化
と
、
十
九
年
度
よ
り

実
施
し
て
お
り
ま
す
Ｉ
Ｔ
研
修
事
業
に
つ
い

て
も
、
研
修
後
の
就
業
機
会
が
確
保
さ
れ
て

お
り
、
更
に
、
関
連
企
業
等
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
誘
致
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
確
保
は
も
と

よ
り
、
森
林
の
多
様
な
公
益
的
機
能
を
一
層

高
め
、
豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

農

林

業

の

振

興

①
生
産
者
団
体
の
育
成
・
強
化
（
担
い
手
の

育
成
・
支
援
）

②
農
業
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
・
カ
ボ
チ
ャ
・
大
豆
等
）

③
付
加
価
値
の
高
い
特
産
物
の
生
産
（
高
設

イ
チ
ゴ
・
立
茎
ア
ス
パ
ラ
）

④
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
（
農
道
）

⑤
町
有
林
及
び
民
有
林
整
備
事
業
の
推
進

⑥
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
（
林
道
）

⑦
森
林
組
合
の
健
全
な
育
成
と
事
業
の
拡
大

漁

業

の

振

興

①
広
域
漁
港
整
備
事
業
（
乙
部
）

②
育
て
る
漁
業
の
推
進

○
ウ
ニ
・
ホ
タ
テ
・
ナ
マ
コ
等
増
養
殖
事

業○
サ
ク
ラ
マ
ス
等
の
ふ
化
放
流
事
業

○
サ
ケ
稚
魚
の
飼
育
放
流

○
磯
焼
対
策
の
取
り
組
み

③
資
源
の
高
付
加
価
値
化
（
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

等
）

２
活
力
あ
る
産
業
の
育
成

と
働
く
場
の
確
保

ブロッコリー収穫作業

ブロッコリー移植作業

スケトウダラ水揚げ作業

スケトウダラ箱詰作業
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商
工
・
観
光
の
振
興

①
地
域
の
消
費
拡
大
と
地
元
産
出
の
農
林
水

産
物
の
二
次
加
工
の
推
進

②
既
存
企
業
等
の
育
成
、
強
化

③
市
街
地
中
心
街
の
整
備

④
Ｉ
Ｔ
産
業
等
新
た
な
雇
用
の
場
の
確
保

⑤
観
光
資
源
及
び
関
連
施
設
の
活
用

⑥
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
中
で
、
町
民
が
お
互

い
を
思
い
や
り
、
い
た
わ
り
の
心
を
も
っ
て

助
け
合
い
、
平
和
で
安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
、

調
和
の
と
れ
た
き
め
細
か
い
施
策
を
推
進
し

て
、
心
豊
か
な
住
み
良
い
地
域
社
会
の
形
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
医
療
・
保
健
体
制
の
整
備
（
医
師
の
確
保
、

医
療
機
器
の
整
備
）

②
各
種
検
診
等
保
健
活
動
の
充
実
（
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
、
が
ん
検
診
等
）

③
心
か
よ
う
福
祉
施
策
の
推
進（
介
護
支
援
・

予
防
事
業
等
の
推
進
）

④
健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進

①
海
岸
・
河
川
・
山
地
等
の
保
全

②
生
活
道
路
の
整
備

③
簡
易
水
道
及
び
下
水
道
の
整
備

④
消
防
・
防
災
施
設
の
整
備

⑤
廃
棄
物
対
策
（
ご
み
、
し
尿
等
）

①
教
育
施
設
等
の
維
持
・
整
備

②
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
の
振
興

③
町
民
体
育
館
耐
震
改
修
事
業

ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携

　

当
町
に
お
け
る
大
規
模
な
懸
案
事
業
は
、

そ
の
推
進
に
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
後
、
生
活
施
設
や
公
営
住
宅
等
の

整
備
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
公
営
住
宅
建
設
事
業

②
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

③
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

④
街
な
み
環
境
整
備
事
業
（
小
公
園
、
街
灯

等
）

⑤
豊
浜
地
区
集
会
施
設
整
備
事
業
（
計
画
）

心
豊
か
な
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
形
成

３

公
共
施
設
の
整
備

４

元和台海浜公園

滝瀬公営住宅建設予定地

さっぽろ乙部会東京おとべ会

教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

医
療
・
保
健
・

福
祉
の
充
実

生
活
環
境
の整

備
・
充
実
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公
共
事
業
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
基
盤
整
備
の
充
実
と
と
も
に
産
業
の

振
興
、
雇
用
機
会
の
拡
大
等
波
及
効
果
が
大

き
く
、
国
や
道
の
行
う
事
業
の
積
極
的
な
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
道
々
改
良
事
業
（
乙
部
港
線
）

②
町
道
改
良
事
業
（
姫
川
～
富
岡
間
）

③
漁
港
事
業
（
乙
部
・
元
和
）

④
治
山
事
業
（
花
磯
ほ
か
）

⑤
居
住
地
環
境
基
盤
整
備
事
業
（
山
火
事
防

火
水
槽
、
用
水
施
設
）

⑥
過
疎
基
幹
農
道
事
業
（
元
和
）

⑦
居
住
地
森
林
環
境
整
備
事
業
（
林
道
鳥
山

栄
野
線
、
村
山
緑
線
）

⑧
建
設
海
岸
保
全
整
備
事
業
（
豊
浜
）

⑨
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
（
館
浦
）

　

当
町
の
財
政
運
営
は
、
町
税
等
自
主
財
源

に
乏
し
く
国
や
道
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、

歳
入
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、

特
に
人
件
費
や
物
件
費
の
抑
制
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
保
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
、
病
院
事
業
等
の
各
特
別
会
計
へ

の
繰
り
出
し
や
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
、

ご
み
処
理
経
費
、
保
育
園
や
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
の
持
ち
出
し
は
依
然
と
し
て
大
き
な
財
政

負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
介
護
・
福
祉
事
業
や
高
齢
者
医
療

制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
財
政
負
担
も
大

き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
職
員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
今

ま
で
に
な
い
困
難
な
状
況
を
十
分
認
識
し
、

財
政
負
担
の
少
な
い
各
種
制
度
を
活
用
す
る

な
ど
、
更
に
一
層
知
恵
と
使
命
感
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
と
今
後
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
町
民
の
皆
様
に
も
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
中
で
、
一
層
諸
経
費
の
抑
制

や
削
減
、
合
理
的
な
業
務
の
推
進
、
各
般
に

わ
た
る
施
策
の
効
果
的
選
択
執
行
に
努
め
る

と
と
も
に
滞
納
整
理
機
構
加
入
等
、
町
税
等

の
徴
収
率
の
向
上
や
更
に
は
、
公
共
料
金
等

に
つ
い
て
も
過
度
の
財
政
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
適
正
な
受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
、

健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
歳
入
、
歳
出
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
更
に
一
層
国
、
道
等
の

補
助
制
度
の
積
極
的
な
活
用
や
、
良
質
起
債

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
内
の
景
気

浮
揚
と
地
域
の
振
興
を
図
る
意
味
か
ら
も
、

緊
縮
型
で
あ
り
ま
す
が
、
投
資
的
経
費
で

四
億
七
千
万
円
を
計
上
す
る
な
ど
、
重
要
施

策
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
展
開
す
べ
く
予

算
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度

当
初
予
算
規
模

一
般
会
計

　

三
十
三
億
千
九
百
七
十
六
万
四
千
円

※
対
前
年
比
で
、
六
・
七
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

特
別
会
計

　

二
十
二
億
九
千
六
百
六
十
五
万
五
千
円

※
対
前
年
比
で
、
一
・
二
％
の
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

合　
　

計

五
十
六
億
千
六
百
四
十
一
万
九
千
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

お 

わ 

り 

に

　

二
十
六
年
間
の
町
政
を
踏
ま
え
て
、
今
後

と
も
町
民
の
幸
せ
、
町
の
発
展
に
誠
心
誠
意

努
力
し
て
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

乙
部
町
は
、
町
民
総
意
の
も
と
で
、
自
立

の
道
を
選
択
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

地
方
分
権
及
び
少
子
高
齢
社
会
等
大
き
な
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、
加
え
て
、
経
済
不
安

や
雇
用
の
悪
化
な
ど
厳
し
い
時
代
に
あ
り
ま

す
が
、
更
に
町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
、
将
来
の
郷
土
乙
部
町
の
飛
躍
発
展

の
た
め
、
先
見
性
を
も
っ
て
幾
多
の
障
害
に

も
屈
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
、
行

政
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
に
お
い
て
も
、
厳
し
い
地
域

の
実
態
を
良
く
見
極
め
、
自
ら
の
責
任
と
自

ら
の
判
断
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
主
体
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に

も
、
そ
の
力
量
と
信
頼
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
急
務
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
し
得

る
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
日
常
業
務

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
並
び
に
町
民
の
皆

さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

開
発
事
業
の
促
進

（
国
・
道
）

５

行
財
政
の
健
全
運
営
・

予
算
規
模

６

道々乙部港線
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は 

じ 

め 

に

　

平
成
二
十
一
年
第
一
回
定
例
町
議
会
が
開

催
さ
れ
る
に
当
た
り
ま
し
て
、
教
育
委
員
会

の
所
管
行
政
に
つ
い
て
、
そ
の
執
行
方
針
を

申
し
上
げ
ま
す
。

  

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
活
力
に
満
ち
た
人

間
性
豊
か
な
町
民
を
育
む
」
を
基
本
理
念
と

し
、「
温
も
り
と
信
頼
」
を
基
盤
と
し
た
乙

部
町
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
の
推
進
を
目
指

し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・
行
政
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
を
図
り
、
多
様
化
す
る
学
習

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
先
見
性
を
も
っ
て
、
地
域

に
根
ざ
し
た
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
た
め

に
創
意
あ
る
諸
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Ⅰ
．
学
校
教
育
の
充
実

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
生
き
る
力

と
基
礎
を
培
い
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
と
い

う
基
本
理
念
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
夢
と
希
望
と
高
い
志
を
も
ち
未
来
に

向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
挑
戦
し
て
い
く
教
育

を
目
指
し
、
教
育
関
係
機
関
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
新
た
な
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
、
創
造
的
で
特
色
の
あ
る
教
育

活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
小
中
学
校
は
、
家
庭
や
地
域
に
信
頼

さ
れ
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
子

ど
も
た
ち
が
学
ぶ
喜
び
や
個
性
・
能
力
を
十

分
発
揮
し
て
調
和
の
取
れ
た
生
き
方
の
育
成

を
す
べ
く
連
携
を
強
化
し
、
指
導
方
法
の
工

夫
改
善
に
努
め
る
な
ど
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
平

成
十
九
年
度
に
引
き
続
き
一
個
人
二
学
校
・

団
体
が
北
海
道
教
育
実
践
並
び
に
管
内
教
育

実
践
表
彰
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
各
学
校
に

お
い
て
は
、
教
育
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

み
公
開
研
究
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
生
か
し
た
創
造
力
に
満
ち
た
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

い
じ
め
・
不
登
校
の
早
期
発
見
や
未
然
防
止

に
つ
き
ま
し
て
も
子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
敏
感

に
受
け
止
め
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

相
談
と
地
域
支
援
活
動
の
充
実
を
図
る
な
ど

学
校
と
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た
豊
か
な
心

の
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
充
実
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

創
意
と
活
力
に
満
ち
た
学
校
教
育
の
充
実

に
は
、
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
教
職
員
の
優

れ
た
人
格
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
深
い
愛
情
、

教
職
へ
の
使
命
感
と
確
か
な
指
導
力
を
有
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
各
校
に
お
い

て
は
乙
部
町
教
育
研
究
会
を
開
催
し
、
サ
ー

ク
ル
の
構
成
は
も
と
よ
り
研
究
課
題
を
設
定

し
各
人
の
実
践
交
流
を
通
し
て
指
導
力
及
び

資
質
能
力
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
授
業
研
究
を
中
心
と
し
た
校
内
研
修
の

充
実
と
道
立
教
育
研
究
所
な
ど
校
外
研
修
の

積
極
的
な
参
加
を
進
め
る
一
方
、
実
践
意
欲

の
向
上
を
図
る
と
同
時
に
信
頼
関
係
を
確
立

し
、
経
営
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
、
一
体
感

の
あ
る
教
育
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

学
習
指
導
の
工
夫
改
善

　

子
ど
も
た
ち
の
能
力
・
適
性
に
応
じ
た
指

導
計
画
や
自
ら
考
え
る
力
を
育
て
る
指
導
方

法
を
工
夫
し
、
基
礎
・
基
本
の
確
か
な
定
着

と
思
考
力
な
ど
の
育
成
、
さ
ら
に
は
学
習
習

慣
の
定
着
を
目
指
す
指
導
の
在
り
方
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
な
ど
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
み
授
業
改
善
に
生
か

し
た
り
研
究
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
生
か
し
た
学
習
指
導
の
充
実
に

向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
な

教
育
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
自
立

と
社
会
参
加
に
向
け
、
保
護
者
・
学
校
・
就

学
指
導
専
門
委
員
会
な
ど
と
一
層
連
携
を
密

に
し
、
一
人
ひ
と
り
の
望
ま
し
い
発
達
を
促

す
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
二
十
一
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針

〜
「
温
も
り
と
信
頼
」
を
基
盤
と
し
た

教
育
活
動
の
推
進
を
目
指
し
て
〜

特
色
を
生
か
し
た

学
校
づ
く
り

自
発
的
・
創
造
的
な

実
践
研
修
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朝
の
読
書
に
つ
い
て
は
、
町
内
全
校
が
取

り
組
み
そ
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

各
校
に
お
い
て
は
、
一
層
計
画
的
に
図
書

の
購
入
を
図
る
と
と
も
に
、
各
家
庭
よ
り
不

要
図
書
の
献
本
を
仰
ぎ
学
校
図
書
の
充
実
を

図
っ
た
り
、
学
校
間
・
公
民
館
図
書
室
と
の

連
携
や
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
工
夫
し
読

書
活
動
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
命
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
の
心
と
規
範

意
識
や
倫
理
観
の
育
成
を
重
視
し
、
学
校
全

体
・
学
級
全
体
が
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

　

町
内
各
学
校
に
お
い
て
は
、
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
の
活
動
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
家
庭
・
学

校
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
に
基
づ
い

て
道
徳
的
実
践
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
豊
か
な
個
性
や
能
力
を
活
か

し
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
保
護
者
や
地
域
・
学
校
と

の
連
携
を
深
め
、
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
や
安
全
管
理
に
つ
い

て
は
、
各
種
検
診
を
継
続
的
に
実
施
し
、
予

防
・
安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
一
方
、
運
動

の
日
常
化
を
目
指
す
健
康
安
全
指
導
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
管
理
下
の
事
故

や
災
害
に
つ
い
て
の
危
機
管
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
迅
速
・
適
切
な
対
応
の
で
き
る
校
内

体
制
や
、
定
期
的
な
安
全
点
検
を
確
立
す
る

一
方
、
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
対
応
訓
練
を
す
る
中
で
安
全
教
育
の
徹

底
と
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教

育

環

境

の

整

備

　

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
派
遣
事

業
に
よ
り
、
中
学
校
に
お
け
る
英
語
力
の
向

上
や
、
小
学
校
に
お
い
て
の
定
期
的
な
訪
問

に
よ
り
異
文
化
に
対
す
る
興
味
や
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
に
お
け
る
外
国

語
活
動
実
践
研
究
事
業
に
つ
い
て
、
乙
部
小

学
校
が
文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
を
受
け
、

指
導
方
法
の
研
究
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
地
域
人
材
等
の
効
果

的
な
活
用
を
図
る
中
で
国
際
交
流
活
動
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
と
い
っ

た
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
育
成
と
と
も
に
、

食
育
を
通
し
て
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
指

導
の
充
実
に
努
め
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
地

場
産
品
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
を

実
施
す
る
な
ど
、
安
全
・
安
心
で
喜
ば
れ
る

給
食
の
提
供
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
諸
物
価
高
騰
の
折
、
保
護
者
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
学
校
関
係
者
の
理
解
を
得
た
中
で
、

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
給
食
費
の
改
定
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
も
厳
し
い
財
政
の
中
、
相
当
の
財
源
を

持
ち
出
し
て
運
営
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
学
校
給
食
関
係
者
と
協
議
、
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
設
の
維
持
管
理
や
教
材
・
教
具
の

計
画
的
な
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
小
中

学
校
の
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
授
業
へ
の

積
極
的
な
活
用
、
さ
ら
に
は
活
用
に
関
す
る

研
修
を
深
め
た
り
、
情
報
機
器
の
適
性
な
管

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

栄
浜
小
学
校
校
舎
の
耐
震
診
断
を
行
い
、

耐
震
上
問
題
な
し
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
栄
浜
小
学
校
を
は
じ
め
各
学
校
施
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ
．
社
会
教
育
の
充
実

　
「
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
の
推
進
」
を
重
点

課
題
と
し
、
各
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学

び
を
支
援
し
、
実
践
の
輪
の
広
が
り
を
図
る

と
と
も
に
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
健
や

か
に
育
む
こ
と
を
目
指
し
、
町
民
と
行
政
各

機
関
が
一
体
と
な
っ
た
社
会
教
育
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
習
活
動
の
活
性
化

　

青
少
年
の
自
然
体
験
や
地
域
社
会
参
加
型

体
験
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
活

動
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る

乙部中学校「朝の読書」

ALT（外国語指導助手）の授業（乙部小学校）

た
く
ま
し
い
心
身
を

育
て
る
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リ
ー
ダ
ー
養
成
の
事
業
や
生
き
方
・
考
え
方

を
主
張
す
る
大
会
の
企
画
、
さ
ら
に
は
町
ぐ

る
み
で
健
全
育
成
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
育
成
会
・
地

域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
深
め
青
少

年
活
動
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
人
の
学
習
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
「
英
会
話
教
室
」
な
ど
の
学
習
活

動
や
「
地
域
学
級
」
な
ど
、
地
域
づ
く
り
の

主
体
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
学
習
機
会
の

充
実
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
や
成
人
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
社
会
参
加
の
促
進
や
実

践
活
動
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
五
十
六
回
檜
山
女
性
大
会
が
六
月
に
当

町
で
開
催
さ
れ
、
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

が
主
管
と
な
る
た
め
、
そ
の
成
功
に
向
け
て

積
極
的
に
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
活
し
、
生

き
が
い
を
達
成
で
き
る
よ
う
主
体
的
に
社
会

参
加
し
、
自
ら
が
持
つ
「
生
き
る
力
」
を
社

会
に
活
か
す
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
青
少
年
と
の
交
流
活
動
や
主
体
的
に
取

り
組
む
「
高
齢
者
大
学
」
の
内
容
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
小
中
学
校
区
に
開
設
し
て
い
る
家
庭

教
育
セ
ミ
ナ
ー
や
出
前
講
座
な
ど
に
つ
い
て
、

よ
り
参
加
し
や
す
い
学
級
開
設
と
な
る
よ
う

学
習
の
支
援
・
援
助
や
情
報
の
提
供
に
努
め
、

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
親
と
子
、
地
域
の
大
人
と
の
ふ
れ

あ
う
様
々
な
体
験
活
動
や
世
代
間
交
流
を
積

極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

郷
土
の
自
然
や
歴
史
が
育
ん
だ
地
域
の
文

化
の
継
承
を
図
る
た
め
、
歴
史
や
文
化
財
の

保
護
保
存
と
ふ
る
さ
と
乙
部
へ
の
理
解
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
文
化
づ
く
り

事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、文
化
団
体
・
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
自
主
活
動
の
支
援
と
発
表
機
会

の
充
実
に
努
め
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
文

化
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
や
地
域
に
お
け
る
読
書
の
習
慣
化
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

推
進
事
業
、
公
民
館
と
学
校
の
連
携
に
よ
る

巡
回
図
書
活
動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
読
書
意
識
の
高
揚
を
図
る
べ
く

町
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
室
の
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
」
を
目
指

し
て
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
の

た
め
の
各
種
事
業
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
各
種
競
技
団
体
等
の
育

成
に
努
め
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
体
育
館
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
ア

リ
ー
ナ
の
一
部
分
の
耐
震
性
に
疑
問
が
生
じ

た
た
め
、
早
期
に
耐
震
改
修
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
各
種
施
設
の
安
全
管
理
に
万
全
を

期
す
と
と
も
に
効
率
的
な
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

お 

わ 

り 

に

　

以
上
、
平
成
二
十
一
年
度
の
教
育
行
政
執

行
に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
乙

部
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
大
き

な
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
教
育
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
乙
部
町
教
育
の
振

興
・
発
展
に
向
け
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
議
会
議
員
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

少年の主張

公民館図書館

町民文化祭

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の振

興
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Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
研
修
「
お
と
べ

塾
」
の
入
校
式
が
四
月
九
日
、
乙

部
町
民
会
館
で
行
わ
れ
、
八
人
の

入
校
生
が
一
流
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
を

目
指
し
て
、
研
修
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
中
川
眞
一
郎
代
表

が
「
不
況
で
も
、
企
業
が
欲
し
が

る
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
。

自
ら
を
律
し
、
当
た
り
前
の
こ
と

を
あ
た
り
前
に
す
る
よ
う
に
。」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

研
修
業
務
を
受
託
し
た
㈱
グ
ロ

ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

の
笹
谷
隆
社
長
は
訓
辞
で
「
人
情

あ
ふ
れ
る
乙
部
町
で
Ｉ
Ｔ
を
学
べ

る
の
は
と
て
も
良
い
チ
ャ
ン
ス
。

あ
き
ら
め
な
い
で
、
今
や
る
べ
き

事
を
き
ち
ん
と
や
る
、
心
身
共
に

強
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
欲
し

い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
研
修
生
代
表
が
「
専
門

知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
こ
の
研

修
を
通
じ
て
人
間
的
に
も
成
長
し

ま
す
。」
と
誓
い
の
言
葉
を
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。

　

八
人
の
研
修
生
は
、
乙
部
町
出

身
者
が
三
人
、
函
館
市
や
札
幌
市

な
ど
、
町
外
出
身
者
が
五
人
で
、

町
内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
へ
の
就
職

を
目
指
し
て
一
年
間
研
修
し
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
る
「
サ
ー
ビ

ス
産
業
生
産
性
協
議
会
」
が
実
施

し
て
い
る
「
ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
日

本
３
０
０
選
」に
㈱
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
本
社
・

函
館
市
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
３
０
０

選
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
先
進
的

な
優
良
事
例
を
公
表
し
、
企
業
の

一
層
の
取
り
組
み
を
喚
起
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
十
九
年
十
一

月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

三
年
間
で
三
百
の
事
例
を
紹
介
す

る
予
定
で
す
。

　

㈱
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
Ｉ
Ｔ
研
修
「
お

と
べ
塾
」
で
の
人
材
育
成
へ
の
取

り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
に
至
っ
た
も
の
で
、
数
あ

る
サ
ー
ビ
ス
業
の
手
本
と
な
る
取

り
組
み
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
受
け
て
笹
谷
隆

社
長
は
「
小
さ
な
町
で
も
イ
ン
フ

ラ
さ
え
整
っ
て
い
れ
ば
、
人
材
を

―ＩＴ研修おとべ塾
入校式―

本当に有能な技術者を目指して

育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
り
得
る
と
思
っ

た
。
二
年
間
の
経
験
を
生
か
し
て
、

不
景
気
で
も
求
め
ら
れ
る
人
材
を

育
て
た
い
。」
と
喜
び
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

―

ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
日
本
３
０
０
選
に

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
選
定―

人
材
育
成
へ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ

ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
認
定

表彰状を手にする笹谷社長

力強く誓いの言葉を述べる入校生

　

町
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
受
け
て
、
美
化
運
動
用
備
品

（
プ
ラ
ン
タ
ー
）を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
同
セ
ン

タ
ー
が
全
国
自
治
宝
く
じ
普
及
広

報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
た
宝

く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
、

住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
促
進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
美
化
運

動
を
進
め
て
い
る
各
団
体
等
へ
貸

し
出
す
こ
と
で
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
よ
り
一
層
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
後
、
公
共
施
設
の
美
化
推
進

を
は
じ
め
、
地
域
の
自
然
景
観
に

配
慮
し
た
、
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
一
層

図
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

普
及
や
住
民
意
識
の
高
揚
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

花いっぱい運動の

推進に期待

―コミュニティ助成で

プランター購入―
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
平
成
二
十

一
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

三
月
十
一
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

町
議
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
一

年
度
の
各
会
計
予
算
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
地
域
経
済
等
の
影
響

を
考
慮
し
、
所
要
額
を
当
初
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
三
億

一
千
九
百
七
十
六
万
四
千
円
で
前

年
度
当
初
予
算
よ
り
二
億
九
百
万

二
千
円
（
六
・
七
二
％
）
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
保
、
老

人
保
険
、
後
期
高
齢
者
、
介
護
保

険
、
簡
易
水
道
、
公
共
下
水
道
、

漁
業
集
落
排
水
、
病
院
）
の
総
額

は
、
二
十
二
億
九
千
六
百
六
十
五

万
五
千
円
と
な
り
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
合
わ
せ
て
、
五
十
六
億

一
千
六
百
四
十
一
万
九
千
円
（
前

年
度
比
三
・
三
二
％
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳　
　
　
　
　

入

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
五
十
五
・

四
四
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が

十
八
億
四
千
六
十
三
万
九
千
円
と

前
年
度
よ
り
三
千
六
百
七
十
三
万

一
千
円
の
増
額
。
国
庫
支
出
金
が

一
億
三
千
六
百
二
十
八
万
三
千
円

と
昨
年
度
よ
り
三
千
九
百
六
十
九

万
一
千
円
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
お
金
（
町
債
）
が
三
億
六
千
三

百
八
十
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　
　
　
　
　

出

　

歳
出
で
は
、
土
木
費
で
、
滝
瀬

地
区
の
公
営
住
宅
建
設
事
業
な
ど

の
整
備
に
五
億
一
千
五
百
七
十
五

万
七
千
円
。
老
人
福
祉
や
児
童
福

祉
の
民
生
費
は
、
五
億
七
千
六
百

八
十
九
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
公
債
費
（
町
債
の
償
還

金
）
が
、
前
年
度
よ
り
一
千
五
百

五
十
一
万
二
千
円
減
の
六
億
二
百

七
十
六
万
三
千
円
と
全
体
の
十

八
・
一
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平成21年度

予
算
概
要

一般会計33億1,976万4千円の使いみち

財　政　ひ　と　く　ち　メ　モ

経常収支比率　　　平成19年度…79.8％　　平成20年度（見込）…81.0％
　経常収支比率とは、職員の給料や福祉関係の扶助費、町の借金返済に充てる公債費など義務的性格の強い経費に、町
税や地方交付税など経常的一般財源がどれだけ充てられたかを示したものです。
　この数値が高いほど、自由になるお金が少なく、普通70〜80％に分布するのが標準的とされています。
　しかし、平成19年度決算で各市町村とも厳しい財政状況から、全道平均で 92.0％全国平均で92.0％となっています。

公債費18.16％公債費18.16％

土木費15.54％土木費15.54％

農林水産業費8.80％農林水産業費8.80％

総務費12.75％総務費12.75％

衛生費8.59％衛生費8.59％

消防費
5.20％
消防費
5.20％

その他
6.50％
その他
6.50％

7.08％7.08％
教育費教育費

民生費17.38％民生費17.38％

地方交付税
55.44％
地方交付税
55.44％

町債町債
10.96％10.96％

町税8.67％町税8.67％繰入金
4.79％
繰入金
4.79％

道支出金
4.43％
道支出金
4.43％

国庫支出金
4.11％

国庫支出金
4.11％

諸収入
2.27％
諸収入
2.27％

その他
9.33％
その他
9.33％

歳　入u

t歳　出
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科 目 予 算 額 前 年 度 増 減

町 税 2億8,786万7千円 △ 1,797万7千円

地方交付税 18億4,063万9千円 3,673万1千円

国庫支出金 1億3,628万3千円 △ 3,969万1千円

道 支 出 金 1億4,713万7千円 5,299万円

繰 入 金 1億5,899万7千円 △ 9,735万9千円

諸 収 入 7,527万5千円 △ 2,727万4千円

町 債 3億6,387万円 2億1,387万3千円

そ の 他 3億969万6千円 832万7千円

合 計 33億1,976万4千円 2億900万2千円

〔歳　入〕

科 目 予 算 額 前 年 度 増 減

総 務 費 4億2,319万3千円 △ 2,537万9千円

民 生 費 5億7,689万8千円 3,136万8千円

衛 生 費 2億8,531万8千円 227万8千円

農林水産費 2億9,204万3千円 573万円

土 木 費 5億1,575万7千円 1億3,699万1千円

消 防 費 1億7,267万2千円 1,621万7千円

教 育 費 2億3,492万1千円 △ 2,608万2千円

公 債 費 6億276万3千円 △ 1,551万2千円

そ の 他 2億1,619万9千円 8,339万1千円

合 計 33億1,976万4千円 2億900万2千円

〔歳　出〕

会 計 予 算 額 前 年 度 増 減

国民健康保健
事業特別会計 5 億 9,708 万 5 千円 3,806 万 6 千円

老 人 保 健
特 別 会 計 652 万 2 千円 △ 6,268 万 7 千円

後期高齢者医
療特別会計 4,829 万 1 千円 △ 54 万 3 千円

介 護 保 険
特 別 会 計 6 億 9,477 万 6 千円  1,685 万 3 千円

簡易水道事
業特別会計 1 億 3,597 万 8 千円 △ 90 万 9 千円

公共下水道事
業特別会計 2 億 4,881 万 7 千円 △ 1,359 万 7 千円

漁業集落排水
事業特別会計 4,053 万 2 千円 359 万円

国民健康保険
病院事業会計 5 億 2,465 万 4 千円 △ 909 万 8 千円

合 計 22 億 9,665 万 5 千円 △ 2,832 万 5 千円

特別会計予算額は
22億9,665万5千円

予算計上の主な事業〈一般会計〉

◆自治・ふるさと振興	 （3,286万円）
自治ふるさと振興対策（ふるさと振興補助金、ふれあい
交流盆踊り推進事業交付金、オートピア創造振興奨励補
助金、のど自慢開催など）
電子自治体の推進など

◆ＩＴ人材育成プロジェクト	 （918万2千円）
研修用機器借上、人材育成補助金など

◆医療施設運営対策	 （１億2,650万2千円）
国民健康保険病院会計繰出金、歯科診療所運営費、へき
地患者輸送車の運行など

◆健康の保持促進	 （3,441万6千円）
疾病予防対策、特定健診等疾病予防対策、母子保健対策、
町民健康づくり推進協議会補助金など

◆老人福祉対策	 （4,507万円）
老人の生きがい対策、長寿祝金の支給、老人保護措置費、
高齢者ふれあいセンター管理など

◆児童福祉対策	 （１億1,031万5千円）
常設保育園運営費、児童手当の給付など

◆障害者福祉対策	 （9,757万6千円）
重度心身障害者医療給付事業、障害者自立支援給付費な
ど

◆塵芥及びし尿処理対策	 （8,340万8千円）
南部桧山衛生処理組合分担金、資源ゴミリサイクル運動
推進事業交付金、粗大ごみ回収及び清掃業務委託など

◆農産物の生産拡大対策	 （1,309万8千円）
農業再生プラン、中山間地域等直接支払交付金など

◆農業基盤整備	 （914万4千円）
国営土地改良事業負担金など

◆森林環境整備対策	 （3,811万1千円）
町有林整備事業、民有林整備事業、森林整備地域活動支
援交付金、林業振興資金貸付金など

◆育てる漁業の推進	 （3,335万5千円）
産業振興奨励補助金（ウニ深浅移植事業）、サクラマス
種苗センター事業など

◆観光関連事業の育成	 （1,597万9千円）
フェスティバル振興奨励補助金など

◆生活道路の整備	 （6,567万8千円）
姫川富岡線調査設計委託業務、町道維持補修など

◆住宅の管理	 （２億628万8千円）
町営住宅屋根葺替事業、滝瀬第一団地Ｂ棟新築工事、町
営住宅維持補修など

◆街なみ整備	 （2,310万9千円）
街なみ環境整備事業（小公園、街灯設置）

◆消防防災施設の整備	 （１億7,367万円）
桧山広域行政組合分担金など

◆学校教育の充実	 （6,786万8千円）
校舎及び備品の整備、教材・教具の整備、児童、生徒就
学援助対策、学校給食の充実、語学（英語）指導助手の
招致、創造力に満ちた学校づくりの推進事業交付金など
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平
成
十
七
年
に
設
立
さ
れ
契
約

栽
培
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
、

乙
部
町
契
約
野
菜
生
産
出
荷
組
合

の
第
五
回
定
期
総
会
が
三
月
十
九

日
に
千
岱
野
研
修
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
の
契
約
栽
培
面
積
三
十

七
・
四
㌶
、
販
売
実
績
額
九
千
八

百
五
十
六
万
円
が
報
告
さ
れ
た
ほ

か
、
平
成
二
十
一
年
度
の
栽
培
計

画
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
作
付
面

積
二
十
七
・
五
㌶
、
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
の
作
付
面
積
六
・
四
㌶
、
南

瓜
の
作
付
面
積
六
・
０
㌶
等
、
販

売
額
は
一
億
六
百
七
十
一
万
円
の

計
画
を
決
議
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

佐
藤
光
男
さ
ん
（
富
岡
）
を
新
組

合
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
肥
料
高
騰

に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
が
大
き
く
な

る
こ
と
か
ら
、
流
通
経
費
等
の
一

層
の
軽
減
や
減
肥
対
策
の
必
要
性

が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

萬
木
英
雄
副
町
長
か
ら
は
「
予

冷
庫
の
改
修
や
専
任
職
員
の
配
置

な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業
支

援
を
行
う
の
で
、
是
非
一
億
円
産

業
と
し
て
育
つ
よ
う
期
待
し
て
い

る
。」
と
の
激
励
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
播
種
作
業
は

既
に
三
月
十
二
日
か
ら
始
ま
り
、

畑
に
は
昨
年
よ
り
十
五
日
ほ
ど
早

い
四
月
十
六
日
に
定
植
さ
れ
、
六

月
十
七
日
頃
に
は
収
穫
が
始
ま
り

十
月
末
ま
で
続
く
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
天
候
不
順
が
響
い
て

計
画
目
標
の
一
億
円
の
販
売
額
は

達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
は
達
成
で
き
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
駐
在
所
に
、
前
任
の
小
熊

巡
査
長
に
替
わ
っ
て
、
四
月
一
日

付
け
で
西
澤
裕
貴
巡
査
長
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

西
澤
巡
査
長
は
、
乙
部
の
印
象

を
「
自
然
が
た
く
さ
ん
で
、
海
が

と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。」
と
言

い
、「
一
日
も
早
く
地
域
に
な
じ

ん
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
力
に
な
り
た
い
で
す
。」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

映
画
鑑
賞
や
油
絵
が
趣
味
で
、

特
技
は
柔
道
と
の
こ
と
で
、「
乙

部
の
景
色
を
描
い
て
残
し
た
い

で
す
。
得
意
の
柔
道
は
も
ち
ろ

ん
、
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し

て
交
流
を
深
め
た
い
し
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す

ね
。」
と
抱
負
を
語
り
、「
町
民
の

皆
さ
ん
、
大
き
く
て
目
立
つ
の
で
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平成21年度栽培計画
などを決定

乙部町契約野菜生産出荷組合
第５回定期総会

新しい警察官の

ご紹介

★西澤裕貴巡査長★
昭和53年生まれの30歳。
室蘭市出身、前任地は函館方面本部警備課。

　

町
は
、
㈱
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
、
Ｉ
Ｔ
サ
ポ

ー
ト
事
業
と
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
普
及
推
進
事
業
の
二
事
業
を
委

託
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
が
進
め
て
い
る
、

地
域
の
実
情
や
創
意
工
夫
に
基
づ

い
て
、
地
域
の
求
職
者
等
の
雇
用

機
会
を
創
出
す
る
取
り
組
み
へ
の

支
援
を
活
用
す
る
も
の
で
、
お
と

べ
塾
出
身
者
が
業
務
に
当
た
り
ま

す
。

　

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
Ｉ
Ｔ

に
な
じ
み
の
少
な
い
方
へ
の
講
習

や
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
、
住
民
全
体
の
Ｉ
Ｔ
知
識

の
底
上
げ
を
ね
ら
い
ま
す
。

　

高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
推
進
事

業
は
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

高
速
ブ
ロ
ー
バ
ン
ド
環
境
を
い
ち

早
く
乙
部
町
で
整
備
し
、
都
市
部

と
の
情
報
格
差
を
最
小
限
に
止
め

る
よ
う
、
普
及
促
進
や
、
個
々
の

相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

両
事
業
と
も
、
す
で
に
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
な

ど
が
あ
る
方
は
乙
部
町
Ｉ
Ｔ
開
発

セ
ン
タ
ー
（
旧
み
ど
り
湯
）
電
話

62―

５
２
２
０
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

―ＩＴサポート及び
高速ブロードバンド
普及推進事業開始―

情報化に遅れない
まちづくりを
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お父さん＝

五十嵐　常泰さん
お母さん＝

友美子さん
わたしは

２歳６ヶ月の男の子です
名前の由来＝

朗らかに明るく元気な男の子

に育ってくれる事を望んで付

けました。
両親の願い＝

やさしく、強く、人の気持ち

になって考えられる子に育っ

てほしいです。

お父さん＝

竹中　　浩さん
お母さん＝

琴美さん
わたしは

２歳７ヶ月の女の子です
名前の由来＝

梨の花は白く菜の花のように

かわいくと字画を考え、呼び

やすい名前をと付けました。
両親の願い＝

人に対して清く優しいのびの

びとした子に育って欲しいで

す。
五十嵐望

みい

朗
ろ
くん 竹中　梨

り

菜
な

ちゃん

わが家のアイドル

特定健診を受診しましょう
あなたが病院に行くのはどんな時ですか？ 
どこかが「痛い」、「だるい」、「苦しい」といった自覚症状が出た時ではないでしょうか？
ここで、『脳梗塞』と『心筋梗塞』を発症した方の実際の経過をご紹介します。

※一過性能虚血〜軽い脳梗塞がおきている状態

３４歳 ３５歳 ３６歳 ３７歳 ３８歳 ３９歳 ４０歳 ４１歳 ４２歳 ４３歳 ４４歳 ４５歳 ４６歳 ４７歳 ４８歳 ４９歳 ５０歳 ５１歳 ５２歳 ５３歳 ５４歳

脳梗塞

　肥　満　

　高中性脂肪　 ※血液の中の脂質（中性脂肪）が多い状態

高血圧

高尿酸　 ※尿酸という血管を傷つける針状の結晶が多い状態

低HDL　　 ※血液中の脂質を肝臓に運ぶ“血管のお掃除屋さん（HDL)”が少ない状態

高LDL　　 ※動脈硬化を進行させる“悪玉コレステロール（LDL)”が多い状態

一過性脳虚血

検

査

結

果

治

療

ここで予防しておけば…

３４歳 ３５歳 ３６歳 ３７歳 ３８歳 ３９歳 ４０歳 ４１歳 ４２歳 ４３歳 ４４歳 ４５歳 ４６歳 ４７歳 ４８歳 ４９歳 ５０歳 ５１歳 ５２歳 ５３歳 ５４歳 ５５歳 ５６歳 ５７歳

治療 心筋梗塞

高血糖　

心電図（虚血の進行）
心電図（心筋虚血疑）

心電図の異常

高血圧

高中性脂肪
低HDL　

心
電
図

検
査
結
果

　肥　満
高GTP　　※脂肪肝、アルコールの飲みすぎ、急性慢性肝炎、肝硬変などによって高くなる肝機能の数値

ここで予防しておけば…

（生活習慣病予防健診・保健指導のあり方に関する研修会　尼崎市野口緑氏資料より）

心筋梗塞、狭心症、脳卒中などは全身の血管が傷むことによっておこります。
ほとんどの場合、「血管を傷める原因」を持ったまま長年過ごすことにより徐々に進行して発症します。発症す
るまで自覚症状はありません。
上の例も、自覚症状がないため20年以上放置しつづけた結果「脳梗塞」「心筋梗塞」になってしまいました。

Ｂ氏　57歳

心筋梗塞

Ａ氏　54歳

脳梗塞

特定健診の日程など詳しくは、４月15日発行のチラシ「特定健診・がん検診・
各種検査のお知らせ」、もしくは町ホームページをご覧下さい。

健診を受けていただくと、皆さんが「血管を傷める原因」をお持ちかどうかがわかります。
ご自分の体の状態を知るために、『特定健診』をお受けください。 

※虚血〜心臓の血管がつまりかけている状態

（緑町） （緑町）
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日 曜 行　　　　　　　　事 時　　　　　間 場　　　　　所 〈三種混合予防接種〉
対象／生後３か月〜７歳６か月未満のお

子さん

〈お達者ぴんしゃん教室〉
対象／ 65歳以上の方
内容／イスに座りながらの体操等
講師／理学療法士　小林道夫先生　他
※バス送迎します。ご希望の方は前日ま
でに乙部町地域包括支援センター

（電話 62− 5845）へご連絡ください。

〈ひよこサークル・すくすく広場（合同）〉
20日／イモを植えよう！

（１歳からのお子さんと親が対象）
申込不要。

26日／バスでイチゴ狩りに行こう！
（１歳６か月からのお子さんと親が対象）
22日までにお申込ください。

問合せ／保健衛生係（電話 62− 2311）
子育て支援センター（電話 62− 2030）

〈リハビリ特診〉
対象／一般町民
内容／理学療法士による機能訓練指導
問合せ／乙部町国保病院（電話 62− 2331）

〈おたっしゃ体操教室〉
対象／中高年の方や今の若さを保ちたい

方ならどなたでも
内容／貯金体操、ボールを使った体操など
講師／フィットネススタジオジョイ

佐々木則子先生　　
※動きやすい服装、運動靴をご持参くだ
さい

〈赤ちゃん相談〉
対象／７か月・９か月児

〈赤ちゃん健診〉
対象／ 4か月・12か月児

〈健康相談〉
対象／一般町民
内容／血圧測定、健康、育児についての

相談

〈男による男のためのお達者教室〉
対象／ 65歳以上の男性のみ
内容／理学療法士による体操指導など
問合せ／乙部町地域包括支援センター

（電話 62− 5845）

〈ポリオ生ワクチン経口投与〉
対象／満３か月〜７歳６か月未満の児

〈麻しん風しん混合予防接種　第３期〉
対象／中学校３年生

〈ぴよぴよ広場〉
対象／ 0歳〜１歳６か月までの児と親
内容／親子遊び・交流

〈こころの健康相談〉
内容／対人関係、アルコール問題、スト

レス、不登校、認知症などの相談
※事前に予約が必要です
申込先／檜山保健福祉事務所（江差保健所）

（電話 0139 − 52− 1053）

〈１歳 6か月児・3歳児健診〉
対象／１歳６か月・３歳のお子さん
※対象となるお子さんへは個別に案内し
ています

〈檜山圏域障害者総合相談支援センター巡回相談〉
対象・内容／障害をお持ちの方及びその

家族が、地域で安心して生
活できるよう支援します。

申込先／檜山圏域障害者総合相談支援セ
ンター（電話 0138 − 47− 3046）
問合せ／役場福祉係（電話 62− 2311）

１ 金

２ 土

３ 日

憲法記念日
（休日当番医　乙部町国保病院）

町民プールオープン 午前10時〜 町民プール

４ 月
みどりの日
（休日当番医　厚沢部町国保病院）

５ 火

こどもの日
（休日当番医　道立江差病院）

竹森龍神例祭 午前11時〜 竹森神社

６ 水
振替休日
（休日当番医　佐々木病院）

７ 木

８ 金

９ 土

10 日 （休日当番医　上ノ国診療所）

11 月 狂犬病予防注射 午前10時〜午後４時 町内一円

12 火 狂犬病予防注射 午前10時〜午後４時 町内一円

13 水
赤ちゃん相談 午前９時45分〜10時受付 ケアセンターおとべ

赤ちゃん健診 午後１時〜１時15分受付 ケアセンターおとべ

14 木

三種混合予防接種 午後１時〜１時30分受付 国保病院

お達者ぴんしゃん教室 午前10時〜午後12時 ケアセンターおとべ

リハビリ特診 午後１時30分〜午後３時 国保病院

15 金 健康相談 正午〜午後１時 千岱野研修会館

16 土

17 日 （休日当番医　道立江差病院）

18 月 ぴよぴよ広場 午前10時〜11時30分 ケアセンターおとべ

19 火

20 水

檜山圏域障害者総合相談支援セン
ター巡回相談

午前10時〜午後３時 ケアセンターおとべ

おたっしゃ体操教室 午後１時30分〜３時 漁村センター（豊浜）

ひよこサークル・すくすく広場（合同）午前10時〜午後12時 ゆりの里活性化センター

麻しん風しん混合予防接種（第３期）午後１時30分受付 国保病院

21 木 ポリオ生ワクチン経口投与 午後１時〜１時30分受付 国保病院

22 金

23 土 南部桧山清掃センターは機械点検整備のため休業となります。

24 日 （休日当番医　勤医協診療所）

25 月

26 火

ひよこサークル 午前10時〜11時30分 千岱野

こころの健康相談 午後３時〜４時 檜山保健福祉事務所

健康相談 午後１時30分〜３時 ゆりの里活性化センター

27 水

28 木

お達者ぴんしゃん教室 午前10時〜午後12時 ケアセンターおとべ

リハビリ特診 午後１時30分〜午後３時 国保病院

1歳 6か月児・3歳児健診 午後１時〜１時30分受付 生きがい交流センター

29 金

男による男のためのお達者教室 午前10時〜11時30分 ケアセンターおとべ

健康相談
午前９時〜9時30分 三ッ谷愛郷会館

午前９時40分〜10時10分 三ッ谷研修会館

30 土 乙部中学校体育祭 午前８時30分〜 乙部中学校グラウンド

31 日 （休日当番医　半澤医院）

〈備考〉　　○都合により変更することがありますが、あらかじめご了承ください。
○未定行事については後日、広報等でお知らせいたします。

５月のカレンダー
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昨
年
の
10
月
か
ら
実
施
し
て
き

た
メ
タ
ボ
予
防
・
解
消
教
室
『
め

じ
ゃ
ー
リ
ー
グ
』
が
３
月
を
持
っ

て
６
ヶ
月
の
シ
ー
ズ
ン
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

広
報
で
も
昨
年
の
12
月
号
か
ら

“
め
じ
ゃ
ー
リ
ー
グ
速
報
”
と
し

て
教
室
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
月
は
ま
と
め
と
し

て
教
室
の
成
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

個
々
の
取
組
み

　

教
室
活
動
と
あ
わ
せ
て
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分
に
あ
っ
た
改
善
目

標
を
立
て
、
日
々
の
生
活
の
中
で

目
標
達
成
に
向
け
が
ん
ば
り
ま
し

た
。

　

具
体
的
な
例
を
あ
げ
る
と
、
食

事
面
で
は
「
よ
く
噛
ん
で
時
間
を

か
け
て
食
べ
る
」「
野
菜
類
か
ら

先
に
食
べ
る
」「
間
食
を
減
ら
す
」

「
夜
８
時
以
降
は
食
べ
な
い
」、
運

動
面
で
は
「
寝
る
前
に
ス
ト
レ
ッ

チ
を
す
る
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
20

分
す
る
」
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
体
重
測
定

と
歩
数
を
毎
日
記
入
す
る
こ
と
で
、

体
重
の
増
減
や
自
分
の
生
活
習
慣

を
客
観
的
に
見
る
こ
と
を
促
し
ま

し
た
。

“
め
じ
ゃ
ー
リ
ー
グ
”
の
成
果

　

こ
こ
で“
め
じ
ゃ
ー
リ
ー
ガ
ー
”

の
中
か
ら
数
名
の
デ
ー
タ
の
変
化

を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

（
表
参
照
）

　

全
体
的
な
教
室
の
成
果
は
、「
減

量
に
成
功
し
た
人
」
64
％
「
腹
囲

が
減
っ
た
人
」
73
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
他
に
、約
８
割
が「
間

食
が
減
っ
た
」、「
野
菜
を
多
く
食

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
、

運
動
に
つ
い
て
も
、約
６
割
が「
身

体
を
動
か
す
よ
う
に
な
っ
た
」
と

嬉
し
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、「
身
体
が
軽
く

感
じ
る
」「
腰
痛
が
改
善
し
た
」

な
ど
、
体
調
面
な
ど
で
も
改
善
し

た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ひ
と
り
一
人
が
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
し
、
こ
の
よ
う
な

良
い
結
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
で
得
ら
れ
た
も
の
は

数
値
的
な
変
化
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
日
の
記
録
や
取
組
み
の

な
か
で
、
あ
ら
た
め
て
自
分
の
身

体
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
良
い

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を

継
続
で
き
た
と
い
う
自
信
が
最
も

大
き
な
収
穫
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

毎日の体力測定で、変

化を自分で気づいて、

食事や間食に気をつけ

られるようになった！

空腹を感じられ

るようになった。

万歩計をつけると、

無意識に歩く歩数

が増えた！

毎月の測定や、

仲間がいたから

続けられた。

※参加者の声

参 加 者 体　　重 腹　　囲
A さん（女性）86.1 ㎏→

81.7 ㎏ (-4.4㎏）92.7 ㎝→
88.2 ㎝ (-4.5㎝）

Ｂさん（男性）69.2 ㎏→
65.3 ㎏ (-3.9㎏）84.5 ㎝→

80.1 ㎝ (-4.4㎝）

Ｃさん（男性）94.2 ㎏→
90.0 ㎏ (-3.3㎏）112 ㎝→

107.8 ㎝ (-4.2㎝）

Ｄさん（男性）79.3 ㎏→
77.5 ㎏ (-1.8㎏）98.8 ㎝→

95.5 ㎝ (-3.3㎝）

Ｅさん（女性）78.2 ㎏→
76.0 ㎏ (-2.2㎏）78.2 ㎝→

95.2 ㎝ (-3.8㎝）
表：めじゃーリーガーの体重と腹囲の変化

こんにちは
　　保健師です

〜
メ
タ
ボ
予
防
・
解
消
教
室

『
め
じ
ゃ
ー
リ
ー
グ
』の
成
果
報
告
〜

生活習慣予防　早期介入プログラム（国保ヘルスアップ事業）

きっと変われる！生活習慣がよくなれば　　も変わる　　も変わる　　　も変わる！心 体 数値

“めじゃーリーグ”参加者募集！
今年度は、１シリーズ３か月として、前期、後期の２シリーズで実施します。

３か月で無理なく腹囲や体重を減らすコツを覚えてみませんか！
対象者：メタボやメタボ予備群の方、メタボ予防に興味のある方
日　程：左記のとおり（前期・後期で選べます）
時　間：昼の部−午後２時30分〜午後４時30 分

夜の部−午後６時30分〜午後８時30 分
　ご都合にあわせて参加できます。

場　所：乙部町民会館　ほか
参加費：無料（別途血液検査料の一部負担あり）
その他：血液学的な健康度を測定するために、第 1 回の前に『特

定健診』の受診をお願いします。

栄養コーチ　井塚文恵氏（管理栄養士）
運動コーチ　小柳利哉氏（鍼灸師、北海道日本ハムＦ現役選手個人トレーナー）
　　　　　　中川綾子氏（スポーツプログラマー）
トレーナー　長島寿恵氏（西東京糖尿病療養指導士、健康運動指導士）
サポーター　乙部町保健師　

※講師は変更になる場合もあります。　

お申込み、お問合せ：役場町民課保健衛生係（電話 62-2311）

多彩なコーチ陣が強力にあなたをバックアップ！

日　　程
講 義 内 容（講師名）

前　　期 後　　期

第１回 ７月22日㈬ 10月28日㈬ 基礎講習・身体測定（長島）
※ ７月23日㈭〜31日㈮ 10月29日㈭〜11月10日㈫ 個別面接・目標設定（町保健師）

第２回 ８月４日㈫ 11月11日㈬ 運動講座（小柳）
第３回 ８月25日㈫ 11月26日㈬ 栄養講座（井塚）
第４回 ９月16日㈬ 12月17日㈭ 運動講座（中川）
第５回 10月６日㈫ １月20日㈬ 運動講座（小柳）

※ 10月下旬 １月下旬 血液検査
第６回 10月27日㈫ ２月４日㈭ 運動講座（中川）
第７回 11月13日㈮ ２月24日㈬ 表彰式
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★国民年金保険料の納付が困難な方は・・・★
　国民年金の保険料を納めることが困難な方で、本人、配偶者、世帯主の前年所得が一定基準以下ま
たは失業などにより納付することができない方が、申請により保険料の全額または一部納付が免除さ
れる ｢保険料免除（一部納付 ) 制度｣ があります。

★次年度の手続きは・・・★
　全額免除及び若年者納付猶予を承認された方については、次年度も引き続き申請を希望される場合
には改めて申請書を提出する必要はありません。ただし、所得審査のため、申告等をしている必要が
あります。
　また、学生納付特例を承認された方については、翌年度も引き続き同じ学校に在学する予定である
ことが確認できている場合、送付されるハガキにて申請手続ができます。
※失業若しくは震災、風水害または火災による損害を受けたことを理由とした全額免除申請及び若年者納付猶予申請、
若しくは一部納付申請の場合は、毎年の申請が必要となります。

※学生納付特例を承認された方であっても、翌年度にハガキが送られない方については、申請書の提出が必要となります。

※２人世帯と４人世帯は夫婦のどちらかにのみ所得がある世帯の場合です。
※社会保険料控除などの控除額は個人により異なるため、この表はあくまでもめやすです。
※平成21年４月～６月分の申請については、前々年（平成19年）の所得で審査します。

★免除となる前年所得（収入）のめやす★
単身世帯 2 人世帯（夫婦のみ） ４人世帯（夫婦・子２人（16 歳未満））

全額免除  57万円　（122万円）  92万円　（157万円） 162万円　（257万円）

４分の３免除  93万円　（158万円） 142万円　（229万円） 230万円　（354万円）

半額免除 141万円　（227万円） 195万円　（304万円） 282万円　（420万円）

４分の１免除 189万円　（296万円） 247万円　（376万円） 335万円　（486万円）

ねんきんの

　鳥山ゆりの里公園の緑豊かな自然の中に今年も体験農
園がオープンします。

◎農園利用料　１区画（100㎡）年間 5,000円
◎申 込 期 間　５月15日まで
◎申込み方法　乙部町役場農林課（電話 62−2311）
◎そ の 他　予定区画を超えた時点で締め切ります。

花や野菜を作りませんか？山火事を発生させない心がけ

○家庭ゴミ、木の枝、枯草等の野焼きは禁じられています。
○タバコのポイ捨ては、絶対にやめましょう。
○山林内で火入れをする場合は、許可が必要です。

火災の通報は１１９番へ

★30歳未満の方は・・・★
　世帯主の所得が高く、保険料免除の対象にならない30歳未満の方には、｢若年者納付猶予制度｣、ま
た、学生の方には、｢学生納付特例制度｣ があります。
　一般の保険料免除（全額免除・一部納付）は、世帯主の所得も含めて保険料免除の対象となるか審
査しますが、若年者納付猶予制度は本人と配偶者のみ、学生納付特例制度は本人のみで判定すること
になります。

若年者納付猶予　　→　　本人と配偶者の所得を審査

※学生の方は、学生納付特例制度のみご利用いただけます。
※若年者納付猶予・学生納付特例を受けた期間は、将来受ける年金の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映
されません。

学 生 納 付 特 例　　→　　本人の所得のみで審査

５月 10 日から 16 日は看護週間です。
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町
、
江
差
保
健
所
、
道
獣
医
師

会
道
南
支
部
で
は
、
平
成
二
十
一

年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
畜

犬
登
録
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
指
定
の
時
間
ま
で
に
所

定
の
場
所
へ
犬
を
連
れ
て
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
宅
訪
問
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場
町

民
課
保
健
衛
生
係
（
電
話
62
︲

２
３
１
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

往
診
療
と
し
て
960
円
が
か
か
り

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
る

方
は
畜
犬
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

畜

犬

登

録
の
実
施

料　　金

狂 犬 病 予 防 接 種 手 数 料 2,490円

狂 犬 病 予 防 接 種 注 射 済 票
交 付 手 数 料

550円

計 3,040円

畜 犬 登 録 手 数 料
（すでに登録されている方は必要ありません） 3,000円

月　日 時　間 場　　所

５
月
11
日
㈪

10：00 〜 10：20 滝 瀬 成田千代司 宅前
10：25 〜 10：45 滝 瀬 伊勢秋夫 宅前
10：50 〜 11：10 元 町 神 社 前
11：15 〜 11：35 緑 町 公営住宅公園前
11：40 〜 12：00 緑 町 旧乙部振興公社前
13：00 〜 13：20 緑 町 役 場 前
13：25 〜 13：45 館 浦 田村　強 宅前
13：50 〜 14：10 館 浦 福山　誠 宅前
14：15 〜 14：40 栄 浜 工藤一成 宅前
14：45 〜 15：00 鳥 山 バ ス 停 前
15：10 〜 自 宅 訪 問

５
月
12
日
㈫

10：00 〜 10：10 豊 浜 明石　忠志 宅前
10：15 〜 10：35 豊 浜 消防分遣所前
10：40 〜 11：00 花 磯 漁協石油タンク前
11：05 〜 11：15 潮 見 旧明和小学校前
11：25 〜 11：35 可 笑 内 新 谷 商 店 前
11：40 〜 12：00 元 和 清 水 商 店 前
13：00 〜 13：20 姫 川 農 協 倉 庫 前
13：25 〜 13：40 姫 川 小 学 校 前
13：45 〜 14：05 旭 岱 寿 の 家 前
14：15 〜 14：25 千 岱 野 研 修 会 館 前
14：30 〜 14：50 富 岡 旧小中学校前
15：00 〜 自 宅 訪 問

『かかりつけ薬局』を持ちましょう。★★★ ★★★

◎　薬の服用歴や副作用歴・アレルギー歴などの記録を作成し、その記録と照合して安全
を確認しながら調剤します。
　：薬の重複投与や飲み合わせによる副作用などの未然防止が図れます。
　：市販薬や健康食品などとの飲み合わせも確認できます。

◎　薬の服用について気をつけることを説明し、必要に応じて文書を出します。
◎　受診したすべての病院・診療所（医院）・歯科診療所の医師（又は歯科医師）の発行

する処方内容について詳しく知ることができます。
◎　服薬指導（薬の飲み方、使い方、副作用など）をいつでも受けられます。
◎　処方せんの薬のみならず市販薬の副作用情報など含め、健康に関する相談や情報提供

が受けられます。
◎　「かかりつけ薬局」を持つメリットによって、あなたが適正・適切に薬を使うことが

でき安心で健康な生活を送ることができます。

※　薬剤師も医師と同様、患者さんの病気や服用薬などプライベートな事項は守秘義務が
ありますので、プライバシーを侵害されることはありません。

■　その２ 「かかりつけ薬局」ってどんなことをするの？

■　「おくすり手帳」を持ちましょう。（お薬手帳は、薬局でもらえます。）
おくすり手帳は自分の飲んでいる薬等が記録され、重複投与や飲み合わせによる副作用を未然に防止で
き、また、ふだん持ち歩くことで、自分の飲んでいる薬を正確に伝えることができます。

■　わからないことについては、北海道江差保健所の主査（医療薬務）（電話：0139–52–1053（代表））に電
話等でお気軽にお尋ねください。

※ 次回（その３）「かかりつけ薬局」はどのように選べばいいの？を掲載します。

５月 10 日から 16 日は愛鳥週間です。
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運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か　

　

五
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
５
月
14
日
㈭

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

▽
５
月
19
日
㈫

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 
午
後
３
時

妊
婦
健
診
費
用
の
助
成
が
５
回
か
ら
14
回
に
増
え
ま
し
た

　

町
で
は
４
月
１
日
か
ら
全
妊
婦
を
対
象
に
、
１
回
当
た
り

４
千
円
〜
１
万
円
か
か
る
妊
婦
健
診
費
用
の
大
部
分
を
妊
娠
全

期
に
わ
た
っ
て
助
成
し
て
い
ま
す
。（
一
部
自
己
負
担
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、
早
め
に
産
婦
人
科
を
受
診
し
、
母
子

手
帳
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
母
子
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一

般
健
康
診
査
受
診
票
・
超
音
波
検
査
受
診
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
役
場
町
民
課
保
健
衛
生
係　

電
話
62
‐
２
３
１
１

〜妊婦健診は欠かさず
に受けましょう〜

・23週までは月１回
・24週〜35週までは
　２週間に１回
・36週以降は
　１週間に１回
妊娠全期で14回あります

「はじめてのフラダンス教室」
日　　程　５月９日㈯・23日㈯・30日㈯
時　　間　10：00 〜 12：00
定　　員　20名
受 講 料　各1,000円
申込締切　各実施日の２日前まで
内 容 等　ハワイアンリズムによる運動不足

とストレス解消

「社交ダンス教室」
日　　程　５月10日㈰・24日㈰
時　　間　13：00 〜 16：00
定　　員　20名
受 講 料　各 2,000 円
申込締切　各実施日の 2日前まで
内 容 等　初心者から経験者まで気軽にダン

スを楽しもう

「ステンドグラス制作体験」
日　　程　５月22日㈮・27日㈬・29日㈮

６月３日㈬・５日㈮　　計５日間
時　　間　13：30 〜 15：30
定　　員　10名
受 講 料　一般　7,500 円（材料費込）

会員　6,000 円（材料費込）
申込締切　５月14日㈭
内 容 等　ピエロや天使などをガラスで描き

ます。
持 ち 物　エプロン・ハサミ・油性マジック

黒（細）
フキン（雑巾：ガラスを拭く様）

「パソコン初心者講習」
日　　程　５月12日㈫ 〜 15日㈮　計４日間
時　　間　18：30 〜 20：30
受 講 料　一般　6,000 円（テキスト代込）

会員　4,800 円（テキスト代込）
申込締切　５月７日㈭まで
内 容 等　マウスやキーボードの使い方か

ら、文字入力、インターネット等
の基本的な操作を勉強します。

「エクセル 2007 中級講習」
日　　程　６月９日㈫〜12日㈮　 計４日間
時　　間　18：30 〜 20：30
定　　員　10名
受 講 料　一般　6,000 円（テキスト代込）

会員　4,800 円（テキスト代込）
申込締切　６月４日㈭まで
内 容 等　色々な関数の使い方、グラフィッ

クの作成、ピボットテーブル、マ
クロを使った自動処理。

「アーク溶接特別教育講習」
日　　程　５月23日㈯〜24日㈰　計２日間
時　　間　９：00 〜 17：00
定　　員　20名
対　　象　満18歳以上の方。（高校生も可）
受 講 料　一般　12,000 円（テキスト代込）

会員　9,600 円（テキスト代込）
申込締切　５月15日㈮まで
内 容 等　アーク溶接機を用いて行う金属の

溶接、溶断等の業務に係る特別教
育。

※お申し込みは…
檜山地域人材開発センター

（電話 52-0160）まで
ご連絡ください。

「ワード 2007 入門講習」
日　　程　５月19日㈫〜 22日㈮　計４日間
時　　間　18：30 〜 20：30
定　　員　10名
受 講 料　一般　6,000 円（テキスト代込）

会員　4,800 円（テキスト代込）
申込締切　５月14日㈭まで
内 容 等　ワードの基本操作、文字入力、文

字編集などを勉強します。

「エクセル 2007 入門講習」
日　　程　５月26日㈫〜 29日㈮　計４日間
時　　間　18：30 〜 20：30
定　　員　10名
受 講 料　一般　6,000 円（テキスト代込）

会員　4,800 円（テキスト代込）
申込締切　５月21日㈭まで
内 容 等　エクセルの基本知識、データ入力、

表の作成、数式・関数の利用、グ
ラフの作成、データベースの利用
など。

「ワード 2007 中級講習」
日　　程　６月２日㈫〜５日㈮　　計４日間
時　　間　18：30 〜 20：30
定　　員　10名
受 講 料　一般　6,000 円（テキスト代込）

会員　4,800 円（テキスト代込）
申込締切　５月28日㈭まで
内 容 等　色々な書式設定、図形や SmartArt

を使った応用的な文書、差込み印
刷、フォームの作成などの実務的
な機能など。

５月実施の講座は次のとおりです
～人材開発センターで楽しく学んでみませんか～

お知らせ

妊婦健診の費用が軽くなりました！

５月５日から 11 日は児童・福祉週間です。
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１　試験日時
平成21年８月25日㈫午後１時30分から午後４時まで
※試験開始前に事前の説明等がありますので、午後１

時までに試験会場に来て下さい。
２　試験地
　　函館市（試験会場は、受験票に記載）
３　願書受付期間
　　平成21年５月11日㈪から５月29日㈮まで
　　郵送の場合、平成21年５月29日までの消印有効。
４　願書受付機関・問合せ先
　　北海道江差保健所 子ども・保健推進課保健予防係
　　（北海道檜山保健福祉事務所保健福祉部）
　　　〒043–0043　 檜山郡江差町字本町63番地
　　　　電話：52–1053
※試験の案内及び願書は、最寄りの保健所に備えています。

平成21年度調理師試験のご案内
　

　好評の教室も３年目に突入、「継続は力なり」これは
体操も同じ事。自分の体は自分で守る時代です、あなた
もぜひ参加してみませんか？
・日　時　５月29日㈮ 
　　　　　午後１時30分～午後３時 00分
・会　場　ケアセンターおとべ（国保病院手前）
・内　容　貯筋体操
・講　師　小林理学療法士
・今年の日程　５月29日㈮・７月31日㈮・９月４日㈮
※尚、参加を希望される方は電話によるお申し込みをお
願いします。連絡先：地域包括支援センター担当：町中
　（電話：62–5845）

男による男のためのお達者教室
今年も男同士頑張りましょう！

　建災防江差分会では、有資格者の充足を図るため、次の
とおり講習会を開催致します。
　会場はいずれも檜山建設会館（江差町字円山）、申込み
期限は各講習日の10日前まで。
◎玉掛技能講習
▲日　時／６月３日㈬～５日㈮午前９時
▲受講料／ 26,500円
◎小型移動式クレーン運転技能講習
▲日　時／６月10日㈬～ 12日㈮午前９時
▲受講料／ 36,700円
※問合せ・申込みは同分会

（檜山建設協会内　電話 0139–52–1813）まで

講習会受講者を募集
町民（温水）プール ５月３日オープン

体力づくりや健康の保持増進にご利用ください。

■利用時間
土日祝日…午前10時～午後６時
平　　日…午後１時30分～午後８時
休 館 日…月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日が休館日）

■利 用 料
・中学生以下……110円（町内の場合は…50円）
・高校生…………200円
・一　般…………240円

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ
「患者様相談窓口」のご案内

　当院では平成16年から患者様や家族の方が安心して医療
を受けるために相談窓口を設置しております。
　事務担当者と看護師がご相談に応じます。

こんなときご相談ください

※事務担当者がご相談に応じます
　⑴　医療費や生活費で心配なこと
　⑵　健康保険や社会保険制度のこと
　⑶　身体障害者制度や各種福祉制度のこと
　⑷　病気や障害などの心配なこと
※看護師が相談に応じます
　⑴　在宅療養を行うにあたっての心配なこと
　⑵　退院後の外来通院にあたって心配なこと
　⑶　福祉サービスの利用について

相 談 方 法

対 応 時 間：事務担当　午前９時〜午後５時
看護担当　午後１時〜午後５時まで
（土、日、祝祭日を除く）。

受 付 場 所：総合案内（午前９時〜11時30分）
総合受付（午前９時〜午後５時）
看護師や医師に声をかけていただいても結構
です

相 談 場 所：患者相談室（外来１階）
相談担当者：医事主幹、外来副看護師長
※相談内容は秘密を厳守しております。
※相談により不利益を受けないよう適切に配慮いたします。

午　　前 午　　後
循環器内科 月〜金曜日 月・金曜日
消化器内科 月〜金曜日 火・水曜日

呼吸器内科 木・金曜日 木曜日
（１日・28日・29日は休診です）

外 科 月〜金曜日
整 形 外 科 月〜金曜日
小 児 科 月〜金曜日
泌 尿 器 科 月〜金曜日 水曜日
神経精神科 月〜金曜日 月曜日
産 婦 人 科 月〜金曜日
耳鼻咽喉科 14日・28日 13日・27日
眼 科 ７日・14日・21日・28日 13日・20日
皮 膚 科 火曜日
神 経 内 科 ５月 14日㈭

受付時間
　午前…８時00分〜11時30分（初診の方は、９時 00 分〜）                   
　午後…１時00分〜２時30分

整形外科　武田真太郎　→　松
まつ

村
むら

　忠
ただ

紀
き

整形外科　高野　浩成　→　吉
よし

本
もと

　正
しょう

太
た

循環器科　萩原　　誠　→　石
いし

村
むら

周
しゅう

太
た

郎
ろう

４月１日より整形外科２名と循環器科１名の医師が
交代になりました。

◆医師交代のお知らせ◆

外来診療体制
５月の診療予定です

ゴミはきちんと分別しましょう。
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職
員
の
人
事
異
動

　

四
月
一
日
付
け
で
、
職
員
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
（
敬
称
略
）

（　
　

）
内
は
異
動
前

乙
部
町
人
事

▼
国
保
病
院
院
長
（
国
保
病
院
副

院
長
）
高
下
圭
一
▼
会
計
管
理
者

兼
出
納
室
長
兼
税
務
課
長
（
財
政

課
長
）
米
田
雅
紀
▼
財
政
課
長

（
町
民
課
長
）
菊
池
晃
▼
農
林
課

事
業
係
長
事
務
取
扱
を
解
く 

農

林
課
長 

鈴
木
修
二
▼
町
民
課
長

兼
保
育
園
長
（
建
設
課
参
事
）
梅

川
竹
秋
▼
建
設
課
参
事
（
教
育
委

員
会
事
務
局
長
）
林
一
夫
▼
税
務

課
参
事
（
税
務
課
長
補
佐
）
宮
川

寿
巳
▼
町
民
課
参
事
兼
在
宅
福
祉

保
健
複
合
施
設
所
長
（
町
民
課
長

補
佐
）
笠
原
邦
雄
▼
兼
ね
て
農
林

課
事
業
係
長
事
務
取
扱 

農
林
課

長
補
佐
田
中
俊
克
▼
町
民
課
長
補

佐
（
総
務
課
長
補
佐
）
服
部
俊
喜

▼
商
工
労
働
係
長
（
社
会
教
育
係

長
）
成
田
隆
敏
▼
年
金
係
長
（
町

民
課
主
査
）
品
野
百
合
子
▼
総
務

課
交
通
住
民
運
動
係
長
（
総
務
課

主
査
）
宮
本
政
則
▼
国
保
病
院
主

査
（
国
保
病
院
主
任
）
鈴
木
司
▼

総
務
課
主
査
（
北
海
道
へ
派
遣
）

（
財
政
課
主
査
）
佐
藤
昌
宏
▼
財

政
課
主
査
（
町
民
課
主
査
）
伊
藤

鉃
将
▼
兼
ね
て
介
護
保
険
係
事
務

取
扱
（
町
民
課
主
査
）
野
澤
明
司

▼
税
務
課
賦
課
係
（
町
民
課
介
護

保
険
係
）
井
田
拓
身
▼
町
民
課
保

健
衛
生
係
（
町
民
課
福
祉
係
）
高

橋
祐
基
▼
町
民
課
福
祉
係
（
農
林

課
農
務
係
）
菊
池
亮
太
▼
農
林
課

農
務
係
（
水
産
商
工
課
観
光
係
）

小
伊
勢
祐
太
▼
水
産
商
工
課
観
光

係
（
農
林
課
農
務
係
）
三
上
雄
大

新
規
採
用

▼
町
民
課
福
祉
係　

鈴
木
浩
太

乙
部
町
教
育
委
員
会
人
事

▼
事
務
局
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長（
税
務
課
参
事
）
永
井
悟
▼
事

務
局
参
事
兼
公
民
館
次
長
事
務
取

扱
（
事
務
局
次
長
）
北
越
春
義
▼

事
務
局
次
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
次

長
（
水
産
商
工
課
長
補
佐
）
菊
池

則
之
▼
社
会
教
育
主
事
（
檜
山
教

育
局
）
木
幡
淳
史
▼
事
務
局
主
査

（
町
民
課
主
査
）
谷
脇
徹
▼
公
民

館
主
査
（
文
化
振
興
係
）
尾
山
一

也乙
部
町
選
挙
管
理
委
員
会
人
事

▼
次
長
併
任 

総
務
課
長
補
佐 

佐

藤
英
稔
▼
選
挙
係
長
併
任　

総
務

課
交
通
住
民
運
動
係
長
宮
本
政
則

乙
部
町
農
業
委
員
会
人
事

▼
次
長
の
併
任
を
解
く　

農
林
課

長
補
佐
田
中
俊
克
▼
書
記
併
任　

農
林
課
農
務
係
髙
島
博
志

退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
庄
司
真
佐
樹
（
会
計
管
理
者
兼

出
納
室
長
兼
税
務
課
長
）
▼
森
廣

樹
（
公
民
館
長
）
▼
萬
木
英
晴
（
消

防
署
長
）

檜
山
広
域
行
政
組
合
乙
部
消
防
署
人
事

▼
乙
部
消
防
署
長（
町
民
課
参
事
）

吉
川
一
夫
▼
救
急
係
長
兼
務
を
解

く
（
次
長
）
佐
々
木
廣
彰
▼
兼
ね

て
危
険
物
係
長
（
予
防
係
長
）
花

谷
鉄
也
▼
管
理
係
長
（
危
険
物
係

長
）
金
澤
健
悦
▼
救
急
係
長
（
管

理
係
長
）
大
川
宏
孝
▼
管
理
係
主

査
（
管
理
係
主
任
）
牛
谷
内
一
志

▼
庶
務
係
主
査
（
庶
務
係
主
任
）

新
谷
明
仁
▼
警
防
係
主
査
（
警
防

係
主
任
）
瀧
澤
博
文

消
防
団
の
人
事
異
動

　

四
月
一
日
付
け
で
消
防
団
の
人

事
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
（
敬
称
略
）

昇
格
者

▼
第
一
分
団
麓
幸
広
（
班
長
）

入
団
者

▼
第
一
分
団
日
沼
賢
澄
（
団
員
）、

松
岡
太
郎
（
団
員
）

退
団
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
第
一
分
団
寺
島
信
勝
（
班
長
）

善
意
に
感
謝
し
ま
す

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

・
渡
辺
鶴
雄
さ
ん

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
年
度
中
に
、
乙
部
町

に
寄
せ
ら
れ
た「
ふ
る
さ
と
寄
附
」

は
、
合
計
九
件
、
七
十
二
万
五
千

円
に
上
り
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
「
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
推
進
基
金
」
に
積
み
立
て

ら
れ
、
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

　

よ
ろ
こ
び

　
　
　
　
　

か
な
し
み

３
月
15
日
～
４
月
14
日　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね

菊き
く

池ち　

沙さ

奈な

ち
ゃ
ん（
亮
太
・
昌
子
・
女
の
子
）
元
町

髙た
か

島し
ま　

　

司
つ
か
さち

ゃ
ん（
博
志
・
啓
美
・
男
の
子
）
滝
瀬

お
く
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

水
上　

イ
サ
さ
ん（
93
歳
）三
ツ
谷

金
澤　
　

君
さ
ん（
93
歳
）元　

和

伊
藤
富
士
枝
さ
ん（
88
歳
）元　

和

早
川　

利
男
さ
ん（
83
歳
）緑　

町

米
田　
　

京
さ
ん（
90
歳
）緑　

町

ご
け
っ
こ
ん

　
　

お
め
で
と
う

　
　

山
本　
　

実
さ
ん（
旭　

岱
）

　
　

佐
藤　

希
望
さ
ん（
姫　

川
）

　
※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
、
届
出
の
際
窓
口
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

編　

集　

後　

記

　

四
月
か
ら
新
し
い
生
活
が
始
ま

り
、
忙
し
い
一
か
月
を
過
ご
し
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

不
安
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
大
き
な
希
望
を
持
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

人
事
異
動
の
紹
介
を
し
ま
し
た

が
、
今
年
も
広
報
担
当
は
異
動
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

世帯数　2,016（±２）〈＋ 10〉
人　口　4,586（−18）〈− 79〉
　男　　2,128（−12）〈− 54〉
　女　　2,458（−６）〈− 25〉

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減
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広　報

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を

使用しております。
５月は固定資産税〈第１期〉の納期限です。
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